
 

 

 
     

【
令
和
６
年
度
の
事
業
内
容
】 

公
共
交
通
の
維
持
再
編
に
係
る 

実
施
事
業 

 

地
域
特
性
に
対
応
し
た
公
共
交
通
の

構
築
に
向
け
、
次
の
事
業
を
推
進
し
ま
す
。 

 


 
次
期
公
共
交
通
計
画
の
策
定
に
向

け
た
市
民
を
対
象
に
し
た
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
の
実
施 


 

「
あ
い
あ
い
カ
ー
」
運
行
等
に
関

す
る
評
価
・
検
証 


 

運
行
見
直
し
基
準
に
基
づ
い
た
、

井
原
地
区
に
お
け
る
公
共
交
通
の

見
直
し
に
関
す
る
検
討 


 

「
井
原
市
地
域
公
共
交
通
計
画
」

に
お
け
る
数
値
目
標
等
の
検
証

（
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
調
査
） 

  

公
共
交
通
の
利
用
促
進
に
係
る 

実
施
事
業 

 

公
共
交
通
に
関
す
る
情
報
発
信 

｟公
共
交
通
か
わ
ら
版
、Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
｠ 

 

「
い
ば
ら
公
共
交
通
か
わ
ら
版
」
の
発

行
や
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
を

活
用
し
た
情
報
発
信
を
行
い
、き
め
細
や

か
で
効
果
的
な
情
報
発
信
を
図
り
ま
す
。 

        

イ
ベ
ン
ト
等
で
の
公
共
交
通
利
用 

促
進 

 

市
内
イ
ベ
ン
ト
情
報
等
を
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
・
チ
ラ
シ
等
で
発
信
す
る
際
に
、
イ

ベ
ン
ト
や
会
議
の
会
場
ま
で
の
鉄
道
・
循

環
バ
ス
等
の
乗
り
継
ぎ
方
法
等
の
情
報

を
掲
載
し
、
公
共
交
通
の
利
用
を
呼
び
か

け
ま
す
。 

 

公
共
交
通
祭
り
の
開
催 

 

地
域
住
民
に
公
共
交
通
に
親
し
ん
で

も
ら
い
、
利
用
の
き
っ
か
け
の
場
と
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
、「
公
共
交
通
祭
り
」

を
開
催
し
ま
す
。（
井
原
線
DE
得
得
市
に

併
せ
、
秋
頃
開
催
予
定
） 

       
       

      

出
前
講
座
等
の
開
催 

｟い
き
い
き
い
ば
ら
出
前
講
座
、 

バ
ス
体
験
学
習
会
｠ 

 

地
域
住
民
を
対
象
に
公
共
交
通
の
利

用
方
法
等
を
案
内
す
る
説
明
会
を
開
催

し
ま
す
。
ま
た
、
子
ど
も
た
ち
に
バ
ス
に

親
し
ん
で
も
ら
い
、
バ
ス
の
利
用
促
進
に

繋
げ
る
こ
と
を
目
的
に
、
市
内
の
保
育

園
・
幼
稚
園
の
園
児
、
小
学
校
の
児
童
を

対
象
と
し
た
バ
ス
体
験
学
習
会
を
開
催

し
ま
す
。 

           

バ
ス
停
サ
ポ
ー
タ
ー
制
度
の
実
施 

 

地
域
と
協
働
し
た
公
共
交
通
の
取
組

と
し
て
、
バ
ス
停
留
所
近
く
の
商
店
や
医

院
、
事
業
所
等
に
ベ
ン
チ
を
置
か
せ
て
も

ら
う
「
バ
ス
停
サ
ポ
ー
タ
ー
制
度
」
を
実

施
し
ま
す
。 

1 2 

▲ バス体験学習会 

▲ 昨年度の公共交通祭りの様子 

﹁
井
原
市
地
域
公
共
交
通
計
画
﹂
に
基
づ
き
、
公
共
交
通
再
編
に
係
る
評
価
・
検
証
や
公
共
交
通
の
利
用
促
進

事
業
を
推
進
し
ま
す
！ 

令
和
６
年
度 

井
原
市
公
共
交
通
会
議
の
事
業
内
容
に
つ
い
て 

（１） 

（２） （３） 

（４） （５） 



 

いばら 公共交通かわら版 第７３号（令和6年6月15日発行）【編集・発行】井原市公共交通会議（事務局：企画振興課） 

【お問い合わせ先】 TEL：0866-62-9504 FAX：0866-62-1744 電子メール：kikaku@city.ibara.lg.jp 

 
  

 

 令和５年度の路線バスにおける運行実績のお知らせ  
市内を運行する民間路線バス・井原あいあいバスの運行実績をお知らせします。 

（集計対象期間:令和 4 年 10 月１日～令和 5 年９月 30 日） 

 「縮小」の運行見直し基準に該当した路線は、乗降調査等から一定期間（令和６年２月～9 月）での検証を
経て、路線の見直しを含めた検討を行います。 

 井原地区を運行している路線については、今年度の検証期間の実績や今年度実施する市民アンケート調査
等を踏まえ、公共交通再編に向けた検討を進めます。 

 

 

 

 
 
 
「拡大」の基準 … 

１便あたり利用者数 10.0 人 
以上かつ収支率 80％ 以上 

 
「縮小」の基準 … 

１便あたり利用者数 2.0 人 
未満かつ収支率 20％未満 

民間路線バス 

２ 令和 5 年度の運行実績 

事業者 路線名 

年間 
１便あたり
利用者数
（人/便） 

収支率 
（％） 

乗降調査による
市内区間の１便
あたり利用者数

(人/便) 

井笠バス.Ｃ 笠岡～井原線 12.5 57.6% 8.7 

井笠バス.Ｃ 井原～福山線 7.3 31.9% 2.3 

北振バス 井原～共和・弥高山入口線 3.4 27.7% 3.0 

北振バス 井原～山野下市・山野田原線 4.5 23.9% 2.7 

北振バス 井原～佐屋線 1.8 35.7% 1.4 

北振バス 井原～美星支所前線 2.3 17.2% 2.2 

北振バス 矢掛～美星産直プラザ線 1.2 14.5% 0.7 

 

北振バス「矢掛～美星産直
プラザ線」が「縮小」の基準
に該当 

運行見直し基準 １ 

 

 

 
 
 
「拡大」の基準 … １便あたり利用者数 10.0 人以上 

 
「縮小」の基準 …１便あたり利用者数３.0 人未満 

路線名 年間１便あたり利用者数（人/便） 

嫁いらず観音線 5.3 

馬越恭平線 5.7 

北条早雲線 2.8 

野上線 2.1 

ぶどうの里線 3.3 

子守唄の里線 1.7 

 

井原あいあいバス 

２ 令和 5 年度の運行実績 

「北条早雲線」 
「野上線」 
「子守唄の里線」が 
「縮小」の基準に該当 

運行見直し基準 １ 

将来にわたって路線を維持していくため、 
地域のバスを利用しましょう！ 


